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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第43期
第３四半期
連結累計期間

第44期
第３四半期
連結累計期間

第43期
第３四半期
連結会計期間

第44期
第３四半期
連結会計期間

第43期

会計期間

自　平成21年
４月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成22年
４月１日

至　平成22年
12月31日

自　平成21年
10月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成22年
10月１日

至　平成22年
12月31日

自　平成21年
４月１日

至　平成22年
３月31日

売上高 (千円） 5,464,580　 5,991,424　 1,791,107　 2,104,005　 7,677,393　

経常利益 (千円） 586,347　 748,450　 182,106　 283,850　 902,237　

四半期（当期）純利益 (千円） 352,106　 408,544　 91,695　 155,231　 436,708　

純資産額 (千円） ― ― 3,761,930　 4,167,828　 3,917,312　

総資産額 (千円） ― ― 5,222,283　 5,893,152　 5,768,245　

１株当たり純資産額 (円） ― ― 878.89　 967.86　 913.04　

１株当たり四半期（当期）純利

益
(円） 82.77　 97.25　 21.84　 36.95　 102.98　

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
(円） 81.80　 95.76　 21.57　 36.36　 101.69　

自己資本比率 (％） ― ― 70.7　 69.1　 66.5　

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
(千円） 506,101　 427,827　 ― ― 908,170　

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
(千円） △673,045　 △486,106　 ― ― △777,208　

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
(千円） △316,934　 △143,959　 ― ― △317,921　

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
(千円） ― ― 881,768　 976,449　 1,178,688　

従業員数 (名） ― ― 257　 280　 257　

（注）　売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

　当社グループは、セグメント情報等の開示に関する会計基準等の適用に伴い、第１四半期連結会計期間より、従来の

事業区分であるシステムインテグレーション事業及びＩＴインフラ提供事業からＥＣソリューション事業、システム

インテグレーション事業及び物品販売事業に区分を変更しております。

　当社グループは、当社、連結子会社１社及び関連会社２社で構成されており、ＥＣソリューション事業、システムイン

テグレーション事業及び物品販売事業を営んでおります。　

　

主な事業の変更と主要な関係会社の異動は、次のとおりであります。

報告セグメント 事業内容
前第３四半期連結会計期間の

事業の種類別セグメント

ＥＣソリューション事業 ＥＣサイト構築パッケージ「ecbeing」の販

売、カスタマイズ、保守、ＳＥＯ対策、リスティ

ング、プロモーションサービス等の提供、デー

タセンターでのホスティングサービス 

システムインテグレーション事業の内、

プロダクト系ＳＩサービス（ecbeing関

連）

システムインテグレー

ション事業

・プロダクト：ソフトウェアプロダクト

（「X-point」「AgileWorks」

「Assetment」「L2Blocker」）の販売、開

発及び保守 

　

・受託開発：基幹系受託開発及び保守 

・ネットワーク構築：ネットワーク構築、保

守及びデータセンターでのホスティング

サービス

・システムインテグレーション事業の

内、プロダクト系ＳＩサービス

（「X-point」「AgileWorks」

「Assetment」「L2Blocker」）の販

売、開発及び保守

・受託開発系ＳＩサービス

・ネットワーク構築保守サービス

物品販売事業 パソコン、サーバー等のＩＴ機器、他社製ソフ

トウェア等の販売

　

・システムインテグレーション事業の

内、市販パッケージ提供サービス

・ＩＴインフラ提供事業

　

＜ＥＣソリューション事業＞

　主な事業内容は、ＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」のパッケージソフトの販売、カスタマイズ及びサー

バーセンターでのホスティングサービスの提供に加えて、ＣＭＳ（コンテンツマネジメントシステム）、ＳＥＯ対策

及びプロモーション等の付加価値サービスを提供し、トータル的なＥＣソリューションを提供しております。

　なお、主要な関係会社の異動はありません。　

 

＜システムインテグレーション事業＞

　主な事業内容は、当社が開発したソフトウェアプロダクト（Ｘ－ｐｏｉｎｔ、ＡｇｉｌｅＷｏｒｋｓ、Ａｓｓｅｔｍ

ｅｎｔ、Ｌ２Ｂｌｏｃｋｅｒ）、受託開発、ネットワーク構築を提供しております。

　なお、主要な関係会社の異動はありません。　

　

＜物品販売事業＞

　主な事業内容は、パソコン及びサーバー等のＩＴ機器、市販パッケージソフトウェアを販売しております。

　なお、主要な関係会社の異動はありません。
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３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数（名） 280　

（注）１　従業員数は就業人員であります。

２　臨時従業員数については、従業員数の100分の10以下であるため、記載を省略しております。

　

(2）提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数（名） 254　

（注）１　従業員数は就業人員であります。

２　臨時従業員数については、従業員数の100分の10以下であるため、記載を省略しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社は、ＥＣソリューション事業、システムインテグレーション事業及び物品販売事業を行っており、生産実績

を定義することが困難であるため、生産実績の記載はしておりません。

　

(2）受注状況

　当第３四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称　 受注高（百万円） 受注残高（百万円）

ＥＣソリューション事業 627　 546　

システムインテグレーション事業 216 61

　（注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　セグメント情報等の開示に関する会計基準等の適用に伴い、第１四半期連結会計期間より、従来の事業区分

であるシステムインテグレーション事業及びＩＴインフラ提供事業からＥＣソリューション事業、システ

ムインテグレーション事業及び物品販売事業に区分を変更しております。

３　セグメント情報等の開示に関する会計基準等の適用に伴い、第１四半期連結会計期間より、ＥＣソリュー

ション事業及びシステムインテグレーション事業のパッケージ、開発及び構築に係る受注高を記載してお

ります。

４　物品販売事業については、該当事項はありません。　

　

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同期比（％）

ＥＣソリューション事業（百万円） 1,003 31.2

システムインテグレーション事業（百万円） 486 5.7

物品販売事業（百万円） 614 8.4

合計（百万円） 2,104 17.5

（注）１　セグメント間の取引については相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　セグメント情報等の開示に関する会計基準等の適用に伴い、第１四半期連結会計期間より、従来の事業区分であ

るシステムインテグレーション事業及びＩＴインフラ提供事業からＥＣソリューション事業、システムインテ

グレーション事業及び物品販売事業に区分を変更しております。
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２【事業等のリスク】

　当社グループの経営成績、財政状態等に影響を及ぼす可能性のある代表的なリスクには、次のようなものが考えられ

ます。これらの項目は、リスクの代表的なものであり、実際に起こりうるリスクは、これらに限定されるものではあり

ません。

　なお、文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。　

　

　１　当社グループの事業について

(1）業界の動向について

①　ソフト系ＩＴ業界の動向について

　当社グループのＥＣソリューション事業及びシステムインテグレーション事業は、主としてソフトウェアプ

ロダクトの販売、システムの開発やネットワークの構築等の役務提供により成り立っております。これらの事

業区分が属する業界はソフト系ＩＴ業界（ソフトウェア業、情報処理サービス業、インターネット関連サービ

ス業の総称。国土交通省の定義による。）であり、当該業界はＩＴ関連サービスの需要動向に左右されると考え

られます。ソフト系ＩＴ市場の動向は経済環境の影響を受けやすいため、今後の経済情勢が悪化した場合には、

当社グループの業績に悪影響を及ぼす可能性があります。

　

②  ソフトウェアプロダクトを取り巻く市場環境について

　当社グループのＥＣソリューション事業において主力製品であるＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎ

ｇ」の成長は、今後のＥＣ市場の動向あるいは各企業における志向性の高まりが鍵を握るものと思われます。

　ＥＣはＢｔｏＢ（企業間取引）とＢｔｏＣ（対消費者取引）に大別されます。

　わが国におけるＢｔｏＢ市場は、全体取引額自体が大きく伸長していることに加え、大手企業が自社のシステ

ムをグループ傘下の中堅・中小企業に展開するなど、これまでＥＣが浸透していなかった層にまで裾野が広が

り、順調に成長しております。

　また、ＢｔｏＣ市場についても、消費者の裾野の広がりに伴い、食料品の繰り返し購買や実店舗でも普通に購

入可能な日用生活雑貨等が購入される傾向が増加するなど、ＥＣが生活に欠かせないものとして普及・拡大し

つつあります。

　なお、現在のところ、ＥＣ市場の成長を阻害する社会構造及び業界環境の変化はないと考えられますが、ＥＣ

市場の成長が止まるあるいは縮小するような場合には、当社グループの業績に悪影響を及ぼす可能性がありま

す。

　

③　パソコン、サーバー等のハードウェア及びパソコン向けパッケージソフトウェアに係る市場の動向について

　パソコン、サーバー等のハードウェア及びパッケージソフトウェアは、情報通信社会の発達・成熟とともに必

要不可欠なものとなっているものの、これらは企業収益により情報化投資意欲が大きく左右されることから、

今後経済情勢が悪化した場合には、当社グループの経営成績に悪影響を及ぼす可能性があります。

　

(2）収益構造の変化に伴うリスクについて

　当社グループは、ＥＣソリューション事業を成長ビジネスとして位置づけ、収益構造の構築を進めております。

平成21年３月期（連結）においては、全社売上高に対するＥＣソリューション事業売上高の割合は22.4％、平成

22年３月期（連結）においては、同36.6％と順調に推移しております。

　しかしながら、今後、ソフト系ＩＴ市場及びＥＣ市場等が、当社グループが想定する程には成長せず、結果として

ＥＣソリューション事業の成長が阻害された場合には、利益率の低下を招き、当社グループの業績に悪影響を及

ぼす可能性があります。

　

(3）業績の季節偏重について

　当社グループは、ＥＣソリューション事業及びシステムインテグレーション事業において、システムのカスタマ

イズまたは構築を行っております。これらのシステム開発業務は、顧客都合により、９月及び３月に顧客の検収が

集中する傾向があります。このため、何らかの要因により検収遅延が生じた場合には、当社グループの売上計上時

期が翌期にずれ込むことにより、当社グループの業績に悪影響を及ぼす可能性があります。

　

(4）開発プロジェクトについて

　当社グループが行うシステム開発業務は、プロジェクトごとに作業工数や費用の見積り及び管理を行っており

ますが、作業進捗の遅延や想定外の費用負担により採算性の悪化または不採算となる可能性があります。

　また、顧客の検収後のシステムに予期し得ない不具合が生じた場合には、それに起因する損害賠償請求を受ける

可能性や、当社グループの信頼性が低下する可能性があり、そのような場合には当社グループの事業展開及び業

績に悪影響を及ぼす可能性があります。
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(5）人材の育成・確保について

　当社グループは、ＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」及びソフトウェアプロダクト（「Ｘ－ｐｏｉ

ｎｔ」「ＡｇｉｌｅＷｏｒｋｓ」「Ａｓｓｅｔｍｅｎｔ」「Ｌ２Ｂｌｏｃｋｅｒ」）の販売体制及び開発体制

の強化を図り継続的な成長を果たすためには、人材の確保・育成が重要な課題であるものと認識しております。

当社グループは、戦力増強を図るため、新卒の定期採用及び中途採用を継続的に行い人材確保に努めております

が、想定通りの人材確保が進まない場合や、人材の社外流出が発生した場合には、当社グループの事業展開に悪影

響を及ぼす可能性があります。

　

(6）競合について

　当社グループの主力ソフトウェアプロダクトである「ｅｃｂｅｉｎｇ」において、現在のところ、同種のＥＣサ

イト構築パッケージソフトウェアは、当社グループが認識する限りにおいて数タイトル存在し、それらのソフト

ウェアメーカーは当社グループの競合者と言えますが、当該競合者の製品に「ｅｃｂｅｉｎｇ」の販売が脅かさ

れている状況にはないものと認識しております。また、大手ソフトウェアメーカーなどが新たな競合製品の販売

を開始した事実もありません。

　しかしながら、「ｅｃｂｅｉｎｇ」はパッケージソフトウェアであることから、常なる陳腐化リスクに晒されて

いることに鑑み、今後もＥＣサイト構築市場における優位性を維持し、更なる競争力の強化を図るため、製品機能

強化に努めております。

　もっとも、今後においてＥＣ市場が更なる成長を遂げた場合、または企業の志向性が更に高まった場合には、大

手ソフトウェアメーカーなどが新たにＥＣサイト構築パッケージ分野に参入しない保証はなく、このような事態

が起きた場合には、当社グループの業績に悪影響を及ぼす可能性があります。

　

(7）インターネットの障害等について

　当社グループは、ＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」のホスティングサービスを行うにあたり、イン

ターネットに特有の技術的または社会的なリスク要因を想定し、インターネットサーバーに係る万一の障害や事

故に備えたリアルタイムのバックアップ体制をはじめ、不正アクセスやコンピュータウィルスを防御するネット

ワークセキュリティ等、必要な管理体制を整えております。今後も引き続きネットワークセキュリティと情報管

理に係る強化を継続する予定であります。

　しかしながら、基幹システム及びネットワークの障害等を完全に予防または回避することは困難であり、このよ

うな事態が起きた場合には、当社グループの事業展開に悪影響を及ぼす可能性があります。

　

２　法的規制等について

(1）許認可について

　当社グループは、ＥＣソリューション事業及びシステムインテグレーション事業について従業員を顧客企業に

派遣する場合があることから、「労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の就業条件の整備等に関す

る法律」に基づき、特定労働者派遣事業に係る届出を厚生労働大臣に提出しております。また、当社グループは派

遣元事業主として、派遣労働者等の福祉増進のための措置、派遣契約の内容等、派遣先における就業条件の明示等

の措置を講じております。

　しかしながら、今後、当該法令が改正される、または新たな法的規制が設けられる場合には、当社グループの業績

に悪影響を及ぼす可能性があります。

　なお、当社グループは今後も特定労働者派遣のみを行う予定であり、一般労働者派遣及び紹介予定派遣を行う予

定はありません。
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３　当社グループの経営について

(1）投資に関するリスクについて

①　事業投資について

　当社グループは、現在の事業ドメインと全く方向性が異なる新規事業分野への進出及び多角化は計画してお

りませんが、今後も主にソフトウェアプロダクトの開発及び販売に係る有力企業への資本参加を伴う業務提携

や有望な技術、ノウハウまたは販売チャネルを有する企業の買収などを行う可能性があります。

　当社グループは、このような資本参加を伴う業務提携または買収にあたり、慎重に判断する方針であります

が、これらの判断時点における当社グループの見込みどおりに計画が実現する保証はなく、当社グループが負

担する費用を回収できない可能性があります。

　

②　有価証券の投資について

　当社グループは、取引先との関係維持や効率的な資金運用を目的として、株式や債券等の有価証券を保有して

おります。これらの有価証券には、市場価格がある上場株式や株価の算定が困難な非上場株式及び債券等があ

ります。当社グループでは、時価または実質価額が著しく下落し、かつ回復の可能性が認められないと判断した

場合には減損処理を行っており、将来の市況または投資先の業績不振等により、取得原価に比べて著しく価値

が下落した場合は評価損の計上が必要となり、当社グループの業績に悪影響を及ぼす可能性があります。

　

(2）知的財産権等の侵害に係るリスクについて

　ソフトウェア開発、システム開発受託等に関連した特許権等の知的財産権について第三者との間で訴訟及びク

レームが発生した事実はありません。また、当社グループは事業推進にあたり弁理士事務所及び日本ＩＴ特許組

合を通じた特許調査を実施しており、ソフトウェア開発に使用する技術が他社の特許権等に抵触しているという

事実を認識しておりません。

　しかしながら、わが国において、知的財産権の侵害の有無に係る確認の範囲は自ずと限定されるため、知的財産

権の侵害に係る問題を完全に回避することは困難であります。万が一、他人から知的財産権を侵害しているとの

指摘が行われた場合、当社グループは紛争解決までに多大な時間及び金銭コストを負担しなければならない恐れ

があり、その場合には当社グループの業績に悪影響を及ぼす可能性があります。

　

(3）個人情報等の管理について

　当社グループは、顧客、役員及び従業員の個人情報をも含めた重要な業務管理情報についてＩＤ及びパスワード

によって管理するとともに、インターネットを通じた外部からのアクセスによる情報流出の防止策を採用してお

ります。また、情報セキュリティマネジメントシステムの国際標準規格である「ISO/IEC 27001:2005」及び国内

規格である「ISMS認証基準（Ver.２）」の認証を取得しており、継続・更新の審査を受けております。

　しかしながら、このようなマネジメントシステムを有していても、個人情報を含むそれらの重要情報に係る社外

漏洩を完全に防止できず、当該情報漏洩に起因して第三者に何らかの損害が発生した場合には、当社グループが

損害賠償請求の対象となる可能性があります。また、当社グループの情報管理体制に係る良くない風評が発生し、

当社グループの事業活動に悪影響を及ぼす可能性があります。

　

(4）業務管理情報システムに係るリスクについて

　当社グループは、業務管理情報システムにより、顧客情報の管理、労働債務の管理、給与の支払、顧客に対する売

掛代金等の請求、与信管理等の業務を行っており、当社グループの業務効率は当該システムに大きく依存してお

ります。

　このため、当該システムが稼動しているサーバーが、不測の事態（地震等の災害に伴う停電、故障等）により、

バックアップサーバーを含め同時に停止した場合には、当社グループの業務の遂行に支障をきたし、当社グルー

プの業績に悪影響を及ぼす可能性があります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国の成長や政府による景気刺激策等による回復傾向がみ

られるものの、円高の影響によるデフレ傾向の強まりと国内消費の伸び悩みなど、全体としては依然と厳しい状況

が続いております。

　当社グループが属するＩＴ関連業界におきましては、ＥＣ市場の拡大や景気減速により控えられてきたＩＴ投資

に回復の兆しがみられるものの、競合各社の低価格競争は一層厳しさをましており、経営環境は厳しい状況となっ

ております。

　このような状況の中で、当社グループは、主力製品であるＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」を活用し

たＥＣソリューション事業を中核とした業績拡大に注力した結果、ＥＣソリューション事業売上高の伸長により、

売上高は21億４百万円（前年同期比17.5％増）、営業利益は２億82百万円（前年同期比56.6％増）、経常利益は２

億83百万円（前年同期比55.9％増）、四半期純利益は１億55百万円（前年同期比69.3％増）となりました。　

①ＥＣソリューション事業

　ＥＣソリューション事業は、ＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」売上高及びカスタマイズ売上高が

堅調に伸長したことに加えて、サーバーセンターのホスティングサービス及びプロモーション等の付加価値サー

ビスの売上高が伸長し、売上高は10億３百万円（前年同期比31.2％増）、セグメント利益は２億88百万円となり

ました。　

②システムインテグレーション事業

　システムインテグレーション事業は、控えられてきたＩＴ投資の回復によりプロダクト売上高の伸長より、売上

高は４億86百万円（前年同期比5.7％増）、セグメント利益は１億41百万円となりました。

③物品販売事業

　物品販売事業は、ＩＴ機器投資の需要回復によりパソコン等の販売出荷台数が増加したことにより、売上高は６

億14百万円（前年同期比8.4％増）、セグメント利益は３百万円となりました。　

　

(2）財政状態の分析

①　資産の変動について　

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は58億93百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億24百万円の増加

となりました。これは、主に現金及び預金が１億32百万円減少したものの、投資有価証券が２億13百万円増加した

こと等によるものであります。

②　負債の変動について　

　当第３四半期連結会計期間末の負債合計は17億25百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億25百万円の減少

となりました。これは、主に未払法人税等が１億28百万円減少したこと等によるものであります。

③　純資産の変動について

　当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は41億67百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億50百万円の増

加となりました。これは、主に利益剰余金が２億61百万円増加したこと等によるものであります。　

　

(3）キャッシュ・フローの状況

①　営業活動によるキャッシュ・フロー　

　当第３四半期連結会計期間における営業活動の結果得られた資金は、57百万円（前年同期は１億16百万円の獲

得）となりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益が２億83百万円、仕入債務が１億55百万円の増加、及

び売上債権の増加による減少が２億50百万円あったこと等によるものであります。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

　当第３四半期連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は、48百万円（前年同期は１億85百万円の使

用）となりました。これは、主に有形及び無形固定資産の支出が51百万円あったこと等によるものであります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

　当第３四半期連結会計期間における財務活動の結果使用した資金は、80百万円（前年同期は61百万円の使用）

となりました。これは、主に配当金の支払が82百万円あったことによるものであります。
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(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。　

　

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につ

いて、重要な変更及び重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月３日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 4,525,113　 4,525,113　
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 4,525,113　 4,525,113　 ― ―

（注）　提出日現在の発行数には、平成23年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

　旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。 

 　平成15年12月15日定時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年12月31日）

新株予約権の数 74個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 66,600株

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり　323円

新株予約権の行使期間 （注５）

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額

発行価格　　　323円

資本組入額　　　162円

新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当を受けたもの（以下、新株予約権者とい

う。）は、新株予約権の行使時においても当社の取締役、監査

役もしくは従業員の地位にあることを要する。ただし、任期

満了による退任、定年による退職の場合はこの限りではな

い。

新株予約権者が死亡した場合には、その相続人が新株予約権

を相続することができる。

その他の条件については、本総会及び取締役会決議に基づ

き、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当

契約」に定めるところによる。（注８）　

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するときは、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －

（注）１　平成15年12月15日開催の臨時株主総会において、旧商法第280条ノ20及び旧商法第280条ノ21の規定による新

株予約権の付与（ストックオプション）に関する決議を行い、上限を360個とする旨決議されましたが、平成

15年12月15日の取締役会決議に基づき、平成15年12月19日に新株予約権360個のうち315個を付与しておりま

す。

２　平成16年７月26日の取締役会決議に基づき、平成16年８月２日に新株予約権360個のうち26個を付与しており

ます。

３　平成16年11月11日の取締役会決議に基づき、平成16年11月11日に新株予約権360個のうち19個を付与しており

ます。

４　第３四半期会計期間末現在において、付与した新株予約権360個のうち238個については新株予約権が行使さ

れております。また48個については、43名の退職等により失権しております。

５　第３四半期会計期間末現在の新株予約権を付与した74個のうち平成15年12月19日に付与した新株予約権66個

の行使期間は、平成17年12月20日から平成25年12月15日までとなっており、平成16年８月２日に付与した新

株予約権４個の行使期間は、平成18年８月５日から平成25年12月15日までとなっており、平成16年11月11日

に付与した新株予約権４個の行使期間は、平成18年11月15日から平成25年12月15日までであります。

６　新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生

ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

また、払込金額を下回る価額で、新株式を発行する場合または自己株式を処分する場合（新株予約権の行使

により新株を発行する場合は除く。）は、次の算式により１株当たりの払込金額を調整し、調整による１円未

満の端数は切り上げる。

　
既発行株式数 ＋

新株発行（処分）株式数×１株当たり払込金額

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
調整前払込金額

既発行株式数＋新株発行（処分）株式数

７　平成16年12月24日付及び平成17年11月18日付でそれぞれ株式分割（１：３）を行っており、各数値を調整し

ております。
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８　平成20年６月30日開催の定時株主総会において、新株予約権者の行使条件の範囲が当社の取締役もしくは従

業員の地位から、当社または子会社の取締役もしくは従業員の地位に変更されております。　

　　

　会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　　平成21年６月26日定時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年12月31日）

新株予約権の数 1,210個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 121,000株

新株予約権の行使時の払込金額 769円

新株予約権の行使期間
自　平成23年７月８日

至　平成26年７月７日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額

発行価格　　　769円

資本組入額　　　385円

新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当を受けた者（以下、新株予約権者とい

う。）は、新株予約権の行使時においても当社及び当社の子

会社の取締役、監査役、執行役員もしくは従業員の地位にあ

ることを要する。ただし、任期満了による退任、または執行役

員もしくは従業員が定年による退職の場合はこの限りでは

ない。また、当社取締役会が正当な理由があると認められた

場合はこの限りではない。

新株予約権者が死亡した場合には、その相続人が新株予約権

を相続することができる。

その他の条件については、本総会及び取締役会決議に基づ

き、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当

契約」に定めるところによる。　

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するときは、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

組織再編に際して定める契約書または計画書等に以下定

める株式会社の新株予約権を交付する旨を定めた場合に

は、当該組織再編の比率に応じて株式会社の新株予約権

を交付するものとする。

　
（注）１　平成21年６月26日開催の定時株主総会において、会社法第236条、第238条及び第239条の規定に基づき、新株予

約権の付与（ストックオプション）に関する決議を行い、上限を2,250個とする旨決議されましたが、平成21

年７月１日の取締役会決議に基づき、平成21年７月８日に新株予約権2,250個のうち1,284個を付与しており

ます。

２　第３四半期会計期間末現在において、付与した新株予約権1,284個のうち74個については退職等により失権し

ております。

３　新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整に

より生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

また、当社が時価を下回る価額で、新株式の発行または自己株式の処分を行う場合（新株予約権の行使によ

り新株を発行する場合は除く。）は、次の算式により調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数

は切り上げる。

EDINET提出書類

株式会社ソフトクリエイト(E05485)

四半期報告書

14/38



　
既発行株式数 ＋

新株発行（処分）株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
時価

既発行株式数＋新株発行（処分）株式数

  　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日　
4,5004,525,113 729 843,312 724 873,588

（注）　資本金及び資本準備金の増加は、新株予約権の行使による増加であります。

　

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。 

 

（７）【議決権の状況】

　   当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができませ

んので、直前の基準日である平成22年９月30日現在で記載しております。

①【発行済株式】

   　 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　　319,900
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　4,199,500 41,995　 ―

単元未満株式 普通株式　　　　　1,213 ― ―

発行済株式総数 4,520,613　 ― ―

総株主の議決権 ― 41,995　 ―

（注）１　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が500株含まれております。

なお、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権に係る議決権の数が５個含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式40株が含まれております。
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②【自己株式等】

　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ソフトクリエイト

東京都渋谷区渋

谷2-22-3
319,900　 ―　 319,900　 7.07　

計 ― 319,900　 ―　 319,900　 7.07　
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

　
10月

　
11月

　
12月

最高（円） 949　 940　 923　 913　 920　 953　 908　 936　 1,080

最低（円） 882　 870　 868　 888　 880　 872　 880　 880　 930

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所（市場第二部）におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,346,449 2,478,688

受取手形及び売掛金 1,431,907 1,453,114

商品 43,952 33,991

未成業務支出金 ※1
 107,071

※1
 78,931

その他 216,388 208,780

貸倒引当金 △8,448 △10,753

流動資産合計 4,137,320 4,242,752

固定資産

有形固定資産 ※2
 216,142

※2
 218,617

無形固定資産 264,836 242,934

投資その他の資産

投資有価証券 808,929 595,874

その他 476,846 496,550

貸倒引当金 △10,923 △28,483

投資その他の資産合計 1,274,852 1,063,940

固定資産合計 1,755,831 1,525,493

資産合計 5,893,152 5,768,245

負債の部

流動負債

買掛金 761,678 845,721

未払法人税等 124,701 252,796

賞与引当金 85,775 152,763

その他 517,705 381,027

流動負債合計 1,489,859 1,632,308

固定負債

退職給付引当金 124,328 115,728

役員退職慰労引当金 111,136 102,896

固定負債合計 235,464 218,624

負債合計 1,725,323 1,850,932

純資産の部

株主資本

資本金 843,312 842,583

資本剰余金 901,710 900,986

利益剰余金 2,700,633 2,439,112

自己株式 △319,827 △319,756

株主資本合計 4,125,829 3,862,926

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △55,892 △27,530

評価・換算差額等合計 △55,892 △27,530

新株予約権 15,742 7,755

少数株主持分 82,149 74,162

純資産合計 4,167,828 3,917,312

負債純資産合計 5,893,152 5,768,245
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 5,464,580 5,991,424

売上原価 3,729,252 4,075,144

売上総利益 1,735,328 1,916,280

販売費及び一般管理費 ※1
 1,153,577

※1
 1,177,190

営業利益 581,750 739,089

営業外収益

受取利息 4,510 4,592

受取配当金 194 297

貸倒引当金戻入額 206 2,304

その他 2,841 4,471

営業外収益合計 7,752 11,665

営業外費用

コミットメントライン手数料 2,079 2,071

自己株式取得費用 672 －

その他 403 232

営業外費用合計 3,155 2,303

経常利益 586,347 748,450

特別利益

投資有価証券売却益 11,142 －

貸倒引当金戻入額 4,871 3,811

事業譲渡益 51,720 －

その他 494 －

特別利益合計 68,228 3,811

特別損失

投資有価証券売却損 － 4,908

投資有価証券評価損 5,626 2,822

固定資産除却損 3,600 120

事務所移転費用 2,000 －

特別損失合計 11,227 7,850

税金等調整前四半期純利益 643,349 744,411

法人税、住民税及び事業税 257,483 305,224

法人税等調整額 31,140 21,673

法人税等合計 288,623 326,898

少数株主損益調整前四半期純利益 354,725 417,512

少数株主利益 2,619 8,968

四半期純利益 352,106 408,544
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 1,791,107 2,104,005

売上原価 1,241,505 1,448,519

売上総利益 549,602 655,486

販売費及び一般管理費 ※1
 369,288

※1
 373,190

営業利益 180,313 282,295

営業外収益

受取利息 1,672 1,802

受取配当金 110 －

貸倒引当金戻入額 30 －

その他 685 537

営業外収益合計 2,498 2,339

営業外費用

コミットメントライン手数料 693 693

その他 12 91

営業外費用合計 705 784

経常利益 182,106 283,850

特別利益

貸倒引当金戻入額 37 －

会員権売却益 494 －

特別利益合計 531 －

特別損失

投資有価証券評価損 1,665 －

特別損失合計 1,665 －

税金等調整前四半期純利益 180,972 283,850

法人税、住民税及び事業税 54,433 89,452

法人税等調整額 34,951 34,332

法人税等合計 89,384 123,785

少数株主損益調整前四半期純利益 91,587 160,065

少数株主利益 － 4,833

少数株主損失（△） △108 －

四半期純利益 91,695 155,231
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 643,349 744,411

減価償却費 131,404 140,963

会員権償却 12 112

貸倒引当金の増減額（△は減少） △436 △19,865

賞与引当金の増減額（△は減少） △83,214 △66,988

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,126 8,600

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 19,306 8,239

受取利息及び受取配当金 △4,704 △4,889

コミットメントライン手数料 2,079 2,071

株式報酬費用 5,141 7,987

自己株式取得費用 672 －

固定資産除却損 3,600 120

投資有価証券売却損益（△は益） △11,142 4,908

投資有価証券評価損益（△は益） 5,626 2,822

会員権売却損益（△は益） △494 －

事業譲渡損益（△は益） △51,720 －

事務所移転費用 2,000 －

売上債権の増減額（△は増加） 282,101 21,206

たな卸資産の増減額（△は増加） 208,375 △38,101

仕入債務の増減額（△は減少） △421,533 △84,043

前受金の増減額（△は減少） △9,192 59,941

未払金の増減額（△は減少） △39,096 13,632

破産更生債権等の増減額（△は増加） 3,432 17,560

その他 △12,925 33,608

小計 678,768 852,300

利息及び配当金の受取額 4,457 4,460

コミットメントライン手数料の支払額 △1,356 △1,363

法人税等の支払額 △175,768 △427,569

営業活動によるキャッシュ・フロー 506,101 427,827

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,500,000 △1,870,000

定期預金の払戻による収入 1,000,000 1,800,000

有形固定資産の取得による支出 △38,859 △39,849

無形固定資産の取得による支出 △106,743 △119,879

投資有価証券の取得による支出 △120,046 △300,327

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

87,568 45,091

会員権の取得による支出 △30,471 －

会員権の売却による収入 619 －

事業譲渡による収入 61,193 －

事務所移転による支出 △2,000 －

貸付けによる支出 △8,300 △20,000

貸付金の回収による収入 2,250 7,313

敷金及び保証金の増減額（△は増加） △5,338 12,277

長期前払費用の取得による支出 △12,917 △732

投資活動によるキャッシュ・フロー △673,045 △486,106
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 2,907 1,453

自己株式の取得による支出 △191,609 △71

配当金の支払額 △128,232 △145,342

財務活動によるキャッシュ・フロー △316,934 △143,959

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △483,879 △202,239

現金及び現金同等物の期首残高 1,365,648 1,178,688

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 881,768

※1
 976,449

EDINET提出書類

株式会社ソフトクリエイト(E05485)

四半期報告書

23/38



【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　該当事項はありません。

　　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

（会計処理基準に関する事項の変更）　

①資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用

しております。これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。

　

②企業結合に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計

基準」の一部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号　平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年12月26日公表

分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成

20年12月26日）を適用しております。
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【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

　該当事項はありません。　

　　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

　該当事項はありません。

　

【会社等の財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、当該企業集団の財政状態、経営成績及

びキャッシュ・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの】　

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　損失の発生が見込まれる工事契約にかかる未成業務

支出金と工事損失引当金は相殺表示しております。　

相殺表示した未成業務支出金の金額は34,376千円で

あります。

　　

※２　有形固定資産の減価償却累計額

※１　損失の発生が見込まれる工事契約にかかる未成業務

支出金と工事損失引当金は相殺表示しております。　

相殺表示した未成業務支出金の金額は1,022千円で

あります。

　

※２　有形固定資産の減価償却累計額

336,549千円 299,932千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 455,967　千円

賞与引当金繰入額 34,799　千円

役員退職慰労引当金繰入額 22,506　千円

退職給付費用 9,355　千円

貸倒引当金繰入額 7,013　千円

給与手当 473,949　千円

賞与引当金繰入額 35,926　千円

役員退職慰労引当金繰入額 22,181　千円

退職給付費用 17,618　千円

　 　　

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 145,337　千円

賞与引当金繰入額 34,799　千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,575　千円

退職給付費用 2,958　千円

貸倒引当金繰入額 1,166　千円

給与手当 151,680　千円

賞与引当金繰入額 35,926　千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,606　千円

退職給付費用 6,540　千円

貸倒引当金繰入額 1,596　千円

　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,881,768千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △1,000,000千円

現金及び現金同等物 881,768千円

現金及び預金 2,346,449千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △1,370,000千円

現金及び現金同等物 976,449千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年12月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期連結会計期間末

普通株式（株） 4,525,113

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期連結会計期間末

普通株式（株） 320,019

　

３　新株予約権等に関する事項

　ストックオプションとしての新株予約権

　新株予約権の四半期連結会計期間末残高　提出会社　15,742千円

　上記の新株予約権は、権利行使期間の初日は到来しておりません。　

　

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成22年５月10日

取締役会
普通株式 利益剰余金 63,010 15.00平成22年３月31日平成22年６月10日

平成22年11月１日

取締役会
普通株式 利益剰余金 84,013 20.00平成22年９月30日平成22年12月３日

　

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　

システムインテ
グレーション事
業
（千円）

ＩＴインフラ提
供事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 1,511,501　 279,606　 1,791,107　 ―　 1,791,107　

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
―　 15　 15　 (15)　 ―　

計 1,511,501　 279,621　 1,791,123　 (15)　 1,791,107　

営業利益 321,602　 7,270　 328,872　 (148,559)　 180,313　

（注）１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分に属する主要な内容

システムインテグレーション事業　：プロダクト系ＳＩサービス、受託開発系ＳＩサービス、市販パッケージ

ソフト提供サービス、ネットワーク構築保守サービスの提供

ＩＴインフラ提供事業　　　　　　：法人顧客に対するパソコン、サーバー、その周辺機器及びネットワーク製品

等の販売

３　インターネット通信販売事業（特価ＣＯＭ）は、平成21年４月30日に事業譲渡しております。

４　第１四半期連結会計期間より、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及

び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用し

ております。

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　

システムイン
テグレーショ
ン事業
（千円）

ＩＴインフラ
提供事業
（千円）

インターネッ
ト通信販売事
業（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売

上高
4,500,714　 832,556　 131,309　 5,464,580　 ―　 5,464,580　

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
―　 511　 ―　 511　 (511)　 ―　

計 4,500,714　 833,068　 131,309　 5,465,092　 (511)　 5,464,580　

営業利益又は営業損失

（△）
1,058,195　 22,539　 △7,132　 1,073,603　 (491,853)　 581,750　

（注）１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分に属する主要な内容

システムインテグレーション事業　：プロダクト系ＳＩサービス、受託開発系ＳＩサービス、市販パッケージ

ソフト提供サービス、ネットワーク構築保守サービスの提供

ＩＴインフラ提供事業　　　　　　：法人顧客に対するパソコン、サーバー、その周辺機器及びネットワーク製品

等の販売

インターネット通信販売事業　　　：個人顧客に対するパソコン、ＩＴ周辺機器及び家電等の販売　

　

　　　３　インターネット通信販売事業（特価ＣＯＭ）は、平成21年４月30日に事業譲渡しております。

　　　４　第１四半期連結会計期間より、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び

「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用して

おります。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間のシステムインテ

グレーション事業に係る売上高は184,970千円増加し、営業利益は44,997千円増加しております。

　　　　　なお、ＩＴインフラ提供事業及びインターネット通信販売事業への影響はありません。　
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　在外子会社、在外支店がないため、該当事項はありません。

　

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。
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【セグメント情報】

１　報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するため、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループは、本社及び子会社に製品・サービス別の事業部門を設置し、各事業部門は、取り扱う製品・

サービスについて包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　したがって、当社グループは、事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、

「ＥＣソリューション事業」、「システムインテグレーション事業」及び「物品販売事業」の３つを報告セ

グメントとしております。

　「ＥＣソリューション事業」は、ＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」のパッケージソフトの販

売、カスタマイズ及びサーバーセンターでのホスティングサービスの提供に加えて、ＳＥＯ対策及びプロ

モーション等の付加価値サービスを提供し、トータル的なＥＣソリューションを提供しております。

　「システムインテグレーション事業」は、当社が開発した４つのソフトウェアプロダクト（Ｘ－Ｐｏｉｎ

ｔ、ＡｇｉｌｅＷｏｒｋｓ、Ａｓｓｅｔｍｅｎｔ、Ｌ２Ｂｌｏｃｋｅｒ）の販売、基幹系システムの受託開発、

ネットワーク構築を提供しております。「物品販売事業」は、パソコン及びサーバー等のＩＴ機器の販売、市

販パッケージソフトを販売しております。　

　

２　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

（単位：千円）

　 報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２

ＥＣソリュー

ション事業

システムイン

テグレーショ

ン事業

物品販売

事業

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 2,505,5951,496,6111,989,2175,991,424― 5,991,424

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高
3,553 1,230 867 5,650△5,650 ―

　　　計 2,509,1491,497,8411,990,0845,997,075△5,650 5,991,424

　セグメント利益 722,320482,104 26,0901,230,515△482,065 748,450

　　　
（注）１　セグメント利益の調整額△482,065千円は、セグメント間取引30,270千円、その他調整額8,873千円、各

報告セグメントに配分していない全社費用△521,208千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　　　

　当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

（単位：千円）

　 報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２

ＥＣソリュー

ション事業

システムイン

テグレーショ

ン事業

物品販売

事業

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,003,315486,438614,2512,104,005― 2,104,005

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高
1,250 ― 167 1,417△1,417 ―

　　　計 1,004,566486,438614,4192,105,423△1,417 2,104,005

　セグメント利益 288,190141,497 3,717 433,405△149,554 283,850

　　　
（注）１　セグメント利益の調整額△149,554千円は、セグメント間取引10,200千円、その他調整額1,317千円、各

報告セグメントに配分していない全社費用△161,072千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。　

　

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成

20年３月21日）を適用しております。

　これに伴い、従来の「システムインテグレーション事業」及び「ＩＴインフラ提供事業」の見直しを行い、第１

四半期連結会計期間より「ＥＣソリューション事業」、「システムインテグレーション事業」及び「物品販売事

業」を報告セグメントとして区分変更しております。

　その変更の内容は、以下のとおりであります。

報告セグメント 事業内容
前第３四半期連結累計期間の

事業の種類別セグメント

ＥＣソリューション事業 ＥＣサイト構築パッケージ「ecbeing」の

販売、カスタマイズ、保守、ＳＥＯ対策、リ

スティング、プロモーションサービス等の

提供、データセンターでのホスティング

サービス 

システムインテグレーション事業の内、プロ

ダクト系ＳＩサービス（ecbeing関連）

システムインテグレーション

事業

・プロダクト：ソフトウェアプロダクト

（「X-point」「AgileWorks」

「Assetment」「L2Blocker」）の販売、

開発及び保守 　

・受託開発：基幹系受託開発及び保守 

・ネットワーク構築：ネットワーク構築、

保守及びデータセンターでのホスティ

ングサービス

・システムインテグレーション事業の内、プ

ロダクト系ＳＩサービス（「X-point」

「AgileWorks」「Assetment」

「L2Blocker」）の販売、開発及び保守

・受託開発系ＳＩサービス

・ネットワーク構築保守サービス

物品販売事業 パソコン、サーバー等のＩＴ機器、他社製

ソフトウェア等の販売

　

・システムインテグレーション事業の内、市

販パッケージ提供サービス

・ＩＴインフラ提供事業

　　

　なお、参考までに前第３四半期連結累計期間及び前第３四半期会計期間の事業の種類別セグメント情報を変更

後の報告セグメントに区分した場合の事業の種類別セグメント情報は、以下のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）　

 （単位：千円）

　 ＥＣソ

リューショ

ン事業

システムイ

ンテグレー

ション事業

物品販売事

業

インター

ネット通信

販売事業

計
消去又は

全社
連結

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売

上高
2,000,551　1,688,244 1,644,475 131,3095,464,580―  5,464,580

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高
― ―  511 ― 511 △511　 ―

計 2,000,551　 1,688,244 1,644,986 131,3095,465,092△5115,464,580

営業利益又は

営業損失(△)
525,464521,41633,855△7,1321,073,603△491,853581,750

（注）インターネット通信販売事業（特価ＣＯＭ）は、平成21年４月30日に事業譲渡をしております。　　
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前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）　

 （単位：千円）

　 ＥＣソリュー

ション事業

システムイン

テグレーショ

ン事業

物品販売事業 計
消去又は

全社
連結

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 764,485460,054566,5671,791,107 ―  1,791,107

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
― ― 15 15 △15　 ―

計  764,485 460,054 566,5821,791,123△15  1,791,107

営業利益  200,498 114,048 14,326328,872△148,559180,313

　

（金融商品関係）

　　　　当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　　　　　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動はありません。　

　

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

その他有価証券で時価のあるもの

　
取得原価
（千円）

四半期連結貸借対照表計上額
（千円）

差額
（千円）

その他有価証券 　 　 　

①　株式 43,019　 40,559　 △2,459　

②　債券 665,931　 583,280　 △82,651　

計 708,950　 623,839　 △85,110　

　　　　　

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。　

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　該当事項はありません。

　

（資産除去債務関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　該当事項はありません。　

　

（賃貸等不動産関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

967.86円 913.04円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益 82.77円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 81.80円

１株当たり四半期純利益 97.25円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 95.76円

（注）　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益 　 　

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 352,106　 408,544　

普通株主に帰属しない金額（千円） －　 －　

普通株式に係る四半期純利益（千円） 352,106 408,544

普通株式の期中平均株式数（株） 4,254,135　 4,200,828　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　 　

四半期純利益調整額（千円） ― ―

普通株式増加数（株） 50,247　 65,718　

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式について

前連結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

― ―
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第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益 21.84円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 21.57円

１株当たり四半期純利益 36.95円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 36.36円

（注）　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益 　 　

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 91,695　 155,231　

普通株主に帰属しない金額（千円） －　 －　

普通株式に係る四半期純利益（千円） 91,695　 155,231　

普通株式の期中平均株式数（株） 4,198,873　 4,201,137　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　 　

四半期純利益調整額（千円） ―　 ―　

普通株式増加数（株） 51,792　 67,979　

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式について

前連結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

― ―

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　著しい変動がないため、該当事項はありません。
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２【その他】

　第44期（平成22年４月１日から平成23年３月31日）中間配当については、平成22年11月１日開催の取締役会におい

て、平成22年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議い

たしました。

　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　84,013千円 

　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　20円00銭

　③　支払請求権の効力発生日又は支払開始日　平成22年12月３日 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

　

平成22年２月４日
株式会社ソフトクリエイト
取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 仲　　井　　一　　彦　　印

　

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 原　　口　　清　　治　　印

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社ソフトクリエイトの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連

結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月

１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソフトクリエイト及び連結

子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四

半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は

第１四半期連結会計期間より、ネットワーク構築保守サービス及びデータセンターのホスティングサー

ビスに係る人件費、家賃、その他経費を、販売費及び一般管理費に含めて計上する方法から売上原価に含

めて計上する方法に変更している。　

　　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。　

以　上

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

　

平成23年２月３日
株式会社ソフトクリエイト
取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 坂　　田　　純　　孝　　印

　

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 原　　口　　清　　治　　印

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社ソフトクリエイトの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連

結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月

１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソフトクリエイト及び連結

子会社の平成22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四

半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。　

以　上

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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